
様式１（介護ロボット等モニター調査事業 資金交付申請書） 

 

平成２８年１２月５日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（申請者） 

                  〒２０６－０８０２ 

住所 東京都稲城市東長沼２１０６－５ マスヤビル 

事業者名 株式会社リハロ 

担当者所属 技術開発部 

担当者名 伊藤富英 

電話番号 ０４２－３７０－６３６６ 

電子メールアドレス tomito_ito@reharo.co.jp 

 

介護ロボット等モニター調査事業 資金交付申請書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行う「介護ロボット等モニタ

ー調査事業」について、下記の書類を添付して申請します。 

 

 

記 

 

１．介護ロボット等モニター調査計画書（別紙） 

 

２．会社概要（任意様式） 

次ページの会社概要を参照。 

 

（本書類の取り扱い等について） 

○ ご提出いただく「モニター調査計画書（別紙）」は、介護施設等とのマッチングのために

公開いたします。公開可能な範囲において、できる限り記載してください。 

○ 「モニター調査計画書（別紙）」は、介護施設等とのマッチングに際して、インターネッ

ト等を通じて登録協力施設等へ情報提供します。 

○ 依頼する案件について、モニター調査に協力いただける介護施設又は団体等が現れない場

合には、実施できない場合もあることを予めご承知置きください。 



（別紙） 

平成２８年１２月５日  

 

介護ロボット等モニター調査計画書 

 

１．申請者の概要 

事業者名 株式会社リハロ 

担当者名 伊藤富英 

担当者連絡先 

住所 
〒２０６－０８０２ 

東京都稲城市東長沼２１０６－５ マスヤビル 

電話 ０４２－３７０－６３６６ 

電子メールアドレス tomito_ito@reharo.co.jp 

主たる業務 

・研究者用アームロボットの開発 

・福祉用ロボットの開発、販売 

・身体障害者向けアームサポートの開発、販売 

・福祉機器用ジョイスティックの販売 

主要な製品 
・電子制御式アームサポート「ＳＡＫＵＲＡ」 

・テーブル設置型アームサポート「ＭＯＭＯ・プライム」 

希望する施設等の

種類・職種等 

上肢のＭＭＴ３～１またはＳＩＡＳ２～１程度の上肢障害者をケアする

施設 

希望するエリア 東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、山梨県 

その他  

 

２．申請機器の概要 

機器の名称（仮称） 垂直及び水平方向作動機構を有する上肢障害者用生活支援機器 

機器の概要 

（写真添付） 

 

１．主な対象者 

疾患や傷害または高齢化により上肢の運動機能が低下したため（ＭＭＴ３

～１またはＳＩＡＳ２～１程度）、食事をはじめ、腕を使って行う日常の

動作を独力で行うことが困難な上肢障害者。 

特に本機器は当社の既存の生活支援用アームサポートＭＯＭＯまたはＭ

ＯＭＯプライムでは機能が充分ではないと感じておられる重篤な上肢障

害者（ＭＭＴ２-以下）の方に有効です。 

２．目的 

上述の腕の動きが不自由な上肢障害者の方々が、腕の自由な動きを取り戻



すための生活支援機器で、食事をはじめ腕を使って行う日常の動作を独力

で行うことが可能となり、毎日の生活をより豊かにしていただくことを目

的としています。 

既存の生活支援機器ＭＯＭＯおよびＭＯＭＯプライムとの違いは、水平お

よび垂直方向の腕の動きをモータードライブの作動機構により行うこと

ができるため、残存筋力を使わずに腕を垂直および水平方向に自由に動か

すことが可能となり、特にＭＭＴ２-以下の重篤な上肢障害者にとっては、

独力で出来るＡＤＬの範囲を広げることが可能となります。 

 

３．写真 

  
写真１ 開発機器 

本機器は「アームサポート本体及びアームレスト」、「水平方向作動機構」、

「垂直・水平方向作動機構」から構成されています。 

アームサポート本体及びアームレストはＭＯＭＯのそれと同じものが使

用されています。 

水平方向作動機構にはモーターと水平リンク固定用のソレノイドが取付

けられており、腕を水平方向にスイッチ操作で動かすことが出来ます。 

また、垂直方向作動機構にはモーター＆アクチュエーターが内蔵されてお

り、腕を垂直方向にスイッチ操作で動かすことが出来ます。 

さらに腕を任意の位置に固定出来る機能も有しています。 

本機器はテーブルトップまたはスタンドに取付けることが出来ます。 

垂直方向作動用 
トグルスイッチ 

水平方向作動用 
プッシュ・スイッチ 

垂直方向作動機構 

アームサポート本体及び

アームレスト 

水平方向作動機構 

モ ー タ

 

水平リンク固定用ソレ

ノイド３ヵ所内蔵 

モーター＆アクチュエ

ーター内蔵 



 

４．使用方法 

  写真２に示すように腕をアームレストに乗せだけで、わずかな残存筋

力で腕を水平方向に腕を動かすこと出来ます(ＭＯＭＯと同じ機能)。しか

し、残存筋力が非常に弱くこの状態では腕を水平方向に動かせないユーザ

ーの方には、写真１に示すプッシュ・スイッチを押すことにより腕を水平

方向に動かすことが出来ます。また、写真１に示すトグルスイッチにより

腕を垂直方向に動かすことが可能となります。腕は各々のスイッチを操作

したときにのみ動き、スイッチを離すと腕の動きは止まります。 

以上、使用に際して複雑な手順は必要ありませんが、詳細な使用方法をモ

ニター調査の前にご説明すると同時に納得がいくまで練習をしていただ

き、安全に使用できる準備をさせていただきます。 

   
          写真２ 腕をアームレストに乗せる 
 
以下に今回の開発品の代表的な機能を示します。 
（１）水平方向作動機構による腕の水平方向の動き 

   

スプーンをスイッチ操作で口元まで運ぶ 

 

（２）垂直方向作動機構による腕の上げ下げ 



   

腕をスイッチ操作で上下に動かす 

 

（３）腕を任意の位置に固定 

 

  腕を任意の位置に固定できるためコップの水を容易に飲める 

 

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（安全性の評価と確保対策） 

本機器は当社製上肢支援用アームサポートＭＯＭＯに垂直及び水平方向

作動機構を付加したものであり、基本的なリスクアセスメントはＭＯＭＯ

のリスクアセスメントでカバーされています。また、作動機構に関するリ

スクは主としてユーザーの誤操作に起因する事項が予想されますが、本機

器はユーザーの試用によるフィードバックを得るための試作品であり、試

用にあたっては当社の担当者が常に立ち会うため、リスクは回避されると

考えています。 

尚、製品化にあたっては別途リスクアセスメントを行います。 

 

現在の開発に関する課題 

本開発品は既存の生活支援機器ＭＯＭＯまたはＭＯＭＯプライムの機能

では食事等のＡＤＬが独力で困難な重篤な上肢障害者のための高機能型

アームサポートであり、機能的にはその有用性は限定された回数の試用な

がら上肢障害者や作業療法士の方々によって確認されています。しかし、

当社で開発した電子制御方式のアームサポート「ＳＡＫＵＲＡ」の例のよ



うに実証試験ではその有用性が確認されたにも拘らず、販売に結び付かな

い可能性は否定できません。 

つまり、日常生活で使う道具として「デザイン」、「手軽さ」,「高機能」,

「安価」の要素をすべて備えていれば問題ありませんが、各々の要素はお

互いに相反する面があります。 

現有の開発品は機能的には満足できるレベルにありますが、デザイン、手

軽さ及び価格面で製品としては改善の余地があり、モニター調査等を通じ

ユーザーからのフィードバックを得て、必要な機能と手軽さを併せ持った

「買っていただけるアームサポート」の製品開発が必要と考えています。 

 

 

３．モニター調査の内容 

モニター調査の概要 

今回の開発品は当社の製品ＭＯＭＯに垂直および水平方向作動機構を付加した高機能型ア

ームサポートで、ＭＯＭＯおよびＭＯＭＯプライムでは機能不足と感じておられる重篤な障

害のユーザーの方々に効果的な機能を有したものですが、日常生活で使っていただくために

はデザイン、手軽さ、価格も重要な要素になってきます。今回のモニター調査ではすべての

要素を勘案して「日常生活で使いたい高機能なアームサポートとは」どのようなものかを把

握し、製品開発の参考とすることを目的としています。 

具体的には既存の製品および今回の開発品について被験者の方々に「機器を使っての日常動

作の達成度評価」、「機器の満足度評価」、「価格を含めた総合的な評価」を行っていただ

きます。 

モニター調査の具体的な内容 

（１） 被験者 

本開発機器は、特にＭＭＴ２－以下の残存筋力の弱い人に有効と考えていますが、

肩、肘、体幹各々の運動機能、筋緊張、感覚、関節可動域の状況によりその有用性

は異なり、一元的に適用範囲を定めることは実際的ではありません。従って本モニ

ター調査の被験者はＭＭＴ３～１またはＳＩＡＳ２～１程度の方々にお願い致しま

す。 

また、障害の状況と本機で必要とする機能の関係を調査するため、対象者にはＭＭ

Ｔ筋力判定またはＳＩＡＳ評価の結果を提出していただきます。 

（２） 対象機器 

モニター調査は以下の３機種で行います。 

・ＭＯＭＯ 

・ＭＯＭＯプライム 

・本開発品 



  

ここで、ＭＯＭＯおよびＭＯＭＯプライムの概要は以下の通りです。 

 

 
ＭＯＭＯ 

 

 
ＭＯＭＯプライム 

ＭＯＭＯとＭＯＭＯプライムは、ユーザーの腕の障害状況により使い分けられてい

ます。従って今回のモニター調査においても、基本的には被験者に適応したどちら

かの機種を選んでいただきますが、両方の機種のモニター調査を実施していただけ

ればそれに越したことはありません。 

（３） 機器の取付け 

モニター調査前に介護者の方に機器を取付けていただき、取付けの容易さを検証し

ていただきます。 

（４） 機器操作の習熟 

モニター調査前に被験者の方々に機器の操作方法をご説明し、実際の操作を被験者

の方々が納得いくまで練習していただきます。 

また、この際ＭＯＭＯまたはＭＯＭＯプライムのどちらかを選んでいただきます。 

（５） 達成度評価 

   被験者の方々に以下に示す日常作業を行っていただき、表１に示す評価表により日常

動作の達成度を評価させていただきます。 

また、本開発品に対する評価試験の場合、どの作動機構を使用したかを記録します。 

ＭＯＭＯに上下方向の動きの支援機

能を付加したタイプ。力とモーメント

の関係を考慮した特殊なリンク機構

により、腕がどの位置にあってもほぼ

一定な力で支えるため、ある程度の残

存筋力があれば（徒手筋力テストＭＭ

Ｔ３，或いは２＋程度）、腕を水平な

らびに垂直方向に自由に動かすこと

ができます。 

卓上型アームサポートで、主にテー

ブルに向かっての動作を支援しま

す。ユーザーに親しみやく且つ使い

易い設計になっており、主に腕の水

平方向の動きを支援するように設計

されていますが、スプリングの働き

により限られた範囲ですが上下方向

にも腕を動かすことが可能です。 
 



・机上のペグ等の移動 

・水を飲む 

・顔と頭を触る 

・歯を磨く 

・スプーンを使用しての食事 

・その他、被験者の方が行ってみたい日常動作 

           表１ 日常動作の達成度評価 

評価 日常動作評価基準 

１ 出来ない 

２ 介助者がいれば出来るが難しい 

３ 介助者がいれば楽に出来る 

４ 一人で出来るが難しい 

５ 一人で楽に出来る 

（６） 満足度評価 

達成度評価調査終了後、ＱＵＥＳＴ法によりＭＯＭＯ、ＭＯＭＯプライム及び本開発

品に対し、以下の項目について表２に示す評価表に従って満足度調査を被験者の方に

行っていただきます。 

なお、評価表への記入は介護者の方と一緒にしていただいてもかまいません。 

また、評価の難しい項目については、無記入でかまいません。 

・機器の大きさ（サイズ、高さ、長さ、幅） 

・機器の重さ 

・調整のしやすさ 

・安全性 

・耐久性 

・使いやすさ 

・使い心地の良さ 

・有効性 

表２ 満足度評価 

評価 満足度評価基準 

１ 全く満足していない 

２ あまり満足していない 

３ やや満足している 

４ 満足している 

５ 非常に満足している 

（７） 価格を含めた総合的な評価 



次にどのタイプの機器の実需があるかを調査するため、“被験者の方が、もし個人的

に購入して使うことになった場合、達成度及び満足度評価および購入時の負担金を総

合的に判断し、以下の５種類の機器の内、どの機器を購入して使用したいか？”につ

いて質問いたします。 

・ＭＯＭＯ（購入負担金額：２１，０００円） 

・ＭＯＭＯプライム（購入時負担金：２３，０００円） 

・垂直方向作動機構を付加した機器（購入時負担金：４０，０００円） 

・水平方向作動機構を付加した機器（購入時負担金：４０，０００円） 

・垂直・水平方向作動機構を付加した機器（購入時負担金：６０，０００円 

評価終了後、更にインタビューで被験者の方々に使用していただいた３機種そしてモ

ニター調査についてご意見、ご感想を伺わせていただきます。インタビューは被験者

の方々が気軽に答えていただけるよう施設の方にお願いする予定ですが、可能であれ

ば当社の担当者を立ちあわせていただきます。 

 

 



 

会社の概要 
                                                  株式会社リハロ 

 

 

１） 社名：「株式会社リハロ」、英文名は“Reharo Corporation” 

 

２） 設立：２００９年１１月５日 

当社は、オランダの福祉用ロボット製造会社の Exact Dynamics 社と日本の福祉機

器製造販売会社のテクノツール株式会社の協力の下、ロボット技術をベースにした

福祉機器の開発・販売を目的として設立された会社です。 

 

３） 住所：〒206-0802東京都稲城市東長沼２１０６番地の５ マスヤビル 

電話番号：042-370-6366 

ファックス番号：042-370-6367 

ホームページ：http://www.reharo.co.jp 

 

４） 資本金：５００万円 

 

５） 役員構成 

取締役： 川島 崇（代表取締役社長） 

島田 努 

Harry Stuyt 

       Floran Stuyt 

       八百原 知子 

監査役： 川島 明美 

       

６） 事業内容 

・研究者用アームロボットの開発、販売 

・福祉用ロボットの開発、販売 

・身体障害者向けアームサポートの開発、販売 

・福祉機器用ジョイスティックの販売 

 

７） 業務経歴 

・２０１０年１２月 ７自由度のロボットアーム「ＡＭＯＲ-Ｊ」の開発完了 

・２０１１年０２月 「ＡＭＯＲ-Ｊ」ロボットアームの出荷開始 

・２０１１年０１月 福祉機器用ジョイスティック出荷開始 

・２０１２年０３月 身障者用アームサポート「ＳＡＫＵＲＡ」開発完了 

・２０１２年１０月 テーブル設置型アームサポート「ＭＯＭＯ及びＭＯＭＯプライム」 

開発完了 

・２０１３年０３月 テーブル設置型アームサポート「ＭＯＭＯ及びＭＯＭＯプライム」 

出荷開始 

 

 


